




















































3『キリスト教神学事典』 ，教文館， 1995／『新カトリック大辞典』，研究社， 1996, 回
























































9三階教に関する智織の考えは， 『五十要問答』 巻下， 「第九廻向初釈義J（大正45,
532中～534下）に詳しい．また，三階教の一間提観と智俄との関係については，木村清
孝 「智俄 ・法蔵と三階教J' 『印仏研』 27・2, 1978／『中園仏教思想史』，世界聖典刊
行協会， 1979，第三章，第二節／西本照真 『三階教の研究』，春秋社， 1998,315頁，
参照。





























I 『孔目章』巻四， 「第八会人法界品初弁廻心章J，大正45, 583中－84上










































14 『五教章』 巻三，大正45,496下。 A・B文の中，教証は 『華厳経』には正確に当た
っている出処はないが，大体各々『華厳経』大正9, 「入法界品J 679下， 「性起品1
624上と推測されている．
15 『教分記円通旬、』巻五「一一切二乗至無可迦者， 以二乗行心 方普賢行心， 如以蛍






八四冊，1981!吉津宜英 「華厳教判論の展開命均如の頓円一乗をめぐって Jー' 『駒沢大


















中の第八根 ・第九根・第十根の機根に当たる 19. それに対して決言は，
均如が第七根に配置している修相（漸）を第八根に配置し，第九根 ・第十
根を各々実際頓と窮実円に配置している21. この面から見ると，まず両
開決言については李永沫「均如大師伝の研究」 （上）， 『東洋学研究』7，東洋大学 東
洋学研究所， 1973,41～42頁 参照 ／『教分記円通紗』巻五， 「決言大徳云 l比二道




唯依頓円耳第八根文云三線不定故勘可進入日lj教一乗故也」 （緯仏全 4-241中）． 他
の処の文章では後二根のため生起したとする説を認めていると見える問答もあるが，




















































行に入るよ うにすることであるという26. 従ってこの解釈は， 『華厳経』
H 『教分記円通紗』巻五 「約爾二乗既無可廻何故立其二乗廻心章弁廻心義耶 答量産
約行心無分 而有入普法之時故 亦有廻心之義．雌以普賢H毘見本来究寛，以彼市言案





車為教義故 二義可得也J 『教分記円通紗』巻二，韓仏全 4・271下／本句の「無分J
は「分別がないJという解釈が妥当であると思われる．
























































































略）次義約該儲門 一切二乗等 皆巳究寛J（大正73, 604下・ 605上）．下線の部分は
『五教章』（大正45,477中）から号｜いている文章である


























































柑吉津宜英 『華厳 乗ー思想、の研究』，大東出版社，1991,268～276頁／中井本秀 「声



























・!'.I『教分記円通紗』巻五，総仏全4394下～5上の問答，また 『教分記円通量生、』巻ー ， 緯
仏全 4-264上 参照
＂＇似二乗 · ~二乗という名称は似声聞 ・ 実是声聞という表現から取り入れた（『教分記
円通紗』巻五，総仏全4-394下～5上）．法蔵の場合，仮立声関，称実声聞（『探玄記』


















































































































で直した． 『教分記円通紗』巻二，緯仏全 4-288下～294下／鎌田茂雄 「釈華厳教分記























日『教分記円通紗』巻五［問依華厳同教起目解人 於十根中 属何根耶 答属第八根
























































終義に対しては，教判的に（尽く評価している． 一方， 『五教章』 「所詮
差別Jの二乗廻心義に対する註釈の中で，一乗の立場からの二乗廻心に
対しては，決言の説を批判し，頓円別教諭を定立している．この頓円別
教という概念は，機根論のテーマで均如がよく用いている用語である．
からの包摂論理を受容 しなかったと言った それは均如が漸を包摂するために同別・
普別の立場を同時に受容していることからも知ることができる（『教分記円通紗』巻二，
韓仏全 4276下）．均如の全著作を検討すると，同別二教が包摂論理の用語ではないと
考えられる
相実二乗の廻心iこ関しては，法蔵『探玄記』巻ー（大正35,110上）参照． しかし法蔵は
加二乗の廻心について詳しく説いてない．
士勾官日の華厳学におけるこ乗廻心 181 
均如が機根論の立場から二乗廻心義を取り扱ったことは二乗廻心の展開
という側面では注目すべきことであると思われる．特に均如は実二乗と
加二乗の分離を通じて彼なりの二乗廻心義を構成している．このよ うな
考え方は『華厳経』に声聞のための教説がないという主張と，にもかか
わらず『華厳経』の会座には声聞が参席している事実聞との矛盾を解決
するための解釈である．法裁は『華厳経』には二乗のための説がないと
いいながら， 『華厳経』の会座に参席した二乗を菩薩の化現であるとし
た．しかし『五教章』中，二乗の廻心に関しては実二乗と似（加）二乗の
区分を暖味にした点がないとはいえない．新羅では，かつて義相の講義
を記録した書物と言われる『道身章』中で，実二乗と似（加）二乗を明確
に分離した．均如はこの立場を継承している．また均知は『五教章』「決
択前後意Jの十類の衆生に対して十類の機根と再解釈し，その上『道身
章』の華厳別教・華厳同教 ・法華同教という用語を持ち込んで，独自 の
機根論的な二乗廻心論を構成した．この点から，均如の華J数学は彼以前
の中国 ・新羅の華厳学を受容 ・批判し，さらに展開したと評価できる．
＜本論文を作成するあたり，内容面では東京大学の木村清孝教授の御
指導を頂いた．また日本語表現の面では，立教大学の深律行徳助教授，
東洋大学大学院の佐藤厚氏，立正大学大学院の小林光俊氏より御教示頂
いた．記して深く謝意を表す＞
くキーワー ド＞
キムチオンハク
＜韓国精神文化研究院韓国学大学院博士課程修了
東京大学大学院研究生＞
均如，二乗廻心，教分記園通銀、，頓円別教，決言，二乗声聞，如聾如盲，
道身章，力日二乗，露地同教，華厳同教，所目，所流
